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２０１９年度 第７回 文学部教授会議事録要旨 

 

日  時：２０１９年１１月１１日（月）１５時１５分～１８時０５分 

場  所：板橋校舎 ２号館 ２階 ２-０２２０会議室 

専任教員数：８７名（定足数＝４４名（88-1(研究員等)=87の半数以上）） 

出 席 者：７８名 

委任状提出： ３名 

欠 席 者： ６名 

議 長： 栗栖 美知子 文学部長 

 

議案１．学籍異動について 

学部長より資料に基づき学籍異動報告が行われ、教授会はこれを承認した。 

 

議案２．2020 年度自己推薦（前期）ならびに編入学試験等の合格判定について 

自己推薦入試(前期)、編入学等の試験の合格判定について報告があり、教授会はこれを承認した。 

 

議案３．2020年度入学試験（公募制･外国人留学生）の合格判定について 

学部長より、自己推薦入試（前期）および編入学試験等の実施から合格発表まで、日程の関係から 

執行部一任とする旨の提案があり、次回教授会にて追認することで教授会はこれを承認した。 

 

議案４．2020年度入学試験（第一高等学校･指定校推薦）の合格判定について 

学部長より、第一高校および指定校推薦入試の実施から合格発表まで、日程の関係から執行部一任 

とする旨の提案があり、次回教授会にて追認することで教授会はこれを承認した。 

 

議案５．大東文化大学国内留学生修学助成規程の制定(案)について 

国内留学する学生への修学助成の制定について説明があり、教授会はこれを承認した。 

 

議案６．大東文化大学国内留学生修学助成制度運用委員会規則の制定(案)について 

学部長より資料に基づき、上記議案５の修学助成規程について運用委員会に関する規則の制定に

ついての説明があり、教授会はこれを承認した。 

 

議案７．報告承認事項 

１．各学科主任報告 

   各学科主任より報告が行われ、教授会は承認した。 

２．兼業者について 

兼業者一覧表により報告が行われ、教授会はこれを承認。 

３．2020 年度兼担依頼について 

学部からの兼担依頼の報告があり、教授会はこれを承認。 

４．教員の海外出張帰国届について 

歴史文化学科教授から海外出張帰国報告があり、教授会はこれを承認。 

５．2019 年度夏期語学研修参加者の単位認定について 

今夏、協定校等の語学研修に参加した学生の単位認定について報告が行われ、教授会は承認。 

６．大学の名誉を著しく高めた卒業生への表彰に係る表彰候補者の推薦について 

改組第 6回日展で特選受賞の中国文学科卒業生へ表彰に値する推薦報告があり、教授会は承認。 

７．その他 

その他に該当する報告事項なし 
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議案８．報告事項 

１．理事会報告 

２-１．学部長会議･大学評議会〔10 月 21 日(月) 学部長会議・大学評議会〕 

 1）入学センターからの報告について 

 2）キャリアセンターからの報告について  

 3）学長候補者選挙の実施について 

 4）その他  臨時学部長会議について 

２-２．学部長会議報告〔11 月 5 日(月) 学部長会議〕 

 1）東松山キャンパス運営委員会報告について 

 2）全学プロジェクト事業（公募採択事業）の決定について 

 3）2020 年度入学者の定員管理について 

 4）令和元年度「全国学生調査（試行実施）」について 

 5）学生支援センターからの報告について 

 6）国際交流センターからの報告について  

 7）株式会社大東スクラムについて 

 8）その他 

３．全学教務委員会報告〔10 月 23 日（水）開催〕 

1）2020 年度シラバス執筆について（シラバス部会） 

2）GPA について 

４．「学習成果の可視化の意義と課題」講演会について 

５．その他 

  上記について、学部長より報告が行われた。 

 

 

人事議案１．2020(令和 2)年度 専任教員の昇任について 

○文学部 中国文学科 

選考委員長より選考委員会報告に基づき、候補者の教授に係る資格審査について経過及び 

選考内容について説明があり、投票の結果、候補者の昇任が認められた。 

 

人事議案２．2020(令和 2)年度 非常勤講師の採用について 

○英米文学科非常勤講師 3 名 

○教育学科非常勤講師 1 名 

○歴史文化学科非常勤講師 4 名 

○書道学科非常勤講師 1 名 

各選考委員長より選考委員会報告に基づき、候補者の採用に関する経過及び選考内容について 

説明および報告があり、教授会は拍手でこれを承認した。 

 

以上をもって文学部教授会の審議を終了し、議長は閉会を宣した。 


